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電力増幅して数個のネオン管を同時に点滅する．

　（7）ロケット撮影機16mmマガジンカメラに改

良した鏡胴をつけ望遠レンズを取り付けたもので，眼鏡

の上に取付台を乗せ光軸較正のための微動装置を有して

「いる．動力源は目盛撮影機と同様マイクロモータを使用

し，D．　c　7．5vを用いた撮影速度は16駒／秒である．

　（8）　時間軸較正用の装置としてはフィルムの片側に

JJY標準時刻パルスによるネオン管の点滅一方の側に

目盛撮影用閃光管と同時点滅のネオン管の光が記録され

る．これらのネオン管は撮影機の内部の連続的移動部に

装着されている．この二つのスリット状感光部により撮

影瞬間の時間較正が行なわれる．なお画面にはシンクロ

ナスモータによる時刻目盛が目盛撮影の時撮影されるの

でフィルム上の一一点の同期が知れれば大体の時刻は画面

上の像から直接知ることができる．

　以上の外に双眼鏡とロケット記録用撮影機の光軸合わ

せのため微動装置，目盛撮影用カウンター，撮影機等の

取付台も設計した．

　2－2　ミッチェル改造追跡装置

　15倍の双眼鏡で追跡することは前と同じだが，傭仰

角，施回角を二人で受け持ち歯車装置で追跡操作を行な

‘い，望遠レンズでロケットを記録すると同時に，時刻目

盛，角度目盛が同一画面内に写し込まれるようになって

’IL・・る．　（第3図）これは米国Mitchell製セオドライト

のセオドライト部のみの中古品を入手したので，これを

ロケット追跡用として改良したものである．本来は一人

tで操作し，7倍，口径40mm，撮影レンズf－304　mm

”であるが，これを二人操作にし，15倍，口径80mm，

撮影レンズf＝800mmにしたものである．

看
　　　　　摂射鏡

　　　　　　　　　　f

翻…ll　－－T⇒
旋瘡1　　　（⊃　　フ］ウンタ系　　力ウンタ承

第3図　撮影機光学系

フノルム面

　て1）　追跡用眼鏡　口径80mm，倍率15倍，視野

t4°の双眼鏡を二人で追跡するに便利なように左側を横に

倒し，横に取り付けたものである．

　（2）　撮影レンズf－800mm（牛ヤノンレンズ）を

使用するので鏡胴を設計し，遠距離の追跡を可能にした．

　（3）撮影機　D．C．12　Vに駆動され35　mmフィル

ム毎秒20駒までの撮影が可能で，マガジン容量は200

feetである．画面にはMil単位の脩仰旋回角および時

刻目盛が左側に，ロケットが右側に記録されるようにな
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っている．

　なおロケット記録用画面は鏡を使っているため左右逆

の像が写され，画面内角度補正用の爪が上下および右に

ある．

　（4）時間軸装置　2－1（6），（8）と同様にネオン管

2個を撮影機内に挿入し，JJYの1秒毎のパルスおよび

シャッターの開いた時刻をフィルムの両側に記録する．

画面に写し込む時刻カウンターは％秒毎の接点を有す

る電i接時計によって目盛を駆動する．

　（5）その他　・双眼鏡と撮影レンズの光軸合わせの

ための特別の取付金具および微動装置を考え設計した．

　Q目盛の照明としては100V150Wのスポットライ
トを使用した．

　・撮影機のシャッターは露出時間を短かくするため，

165°であったのを18°とし20駒／秒で1／20×1／20＝1／400

secとした．

　。800mmレンズと並行に50倍［径56　mm天体望

遠鏡を取り付け，遠距離になって倍率不足の時使用する

ことにした．

　・操作者が2人であるため，特に発射時刻の操作同期，

追跡角速度の大なる所では相当の熟練を必要とする．ま

た，いったんロケットを逃がした時に再びとらえること

もむずかしいし，歯車の切替装置も欲しかったが，今回

は間に合わなかった．しかし角速度の小なる所では歯重

駆動のため微動追跡ができ，また精密な較正も可能なの

で，15倍手動追跡装置に比べれば一段とよい精度の軌跡

が求められる筈である．

　3．　観測点の位置

　カッパSロケットは理論計算によると，高度，飛しょ

う距離ともに約10粁近くに達するので，これを精度よ

く追跡するためにはランチャー位置より観測点を遠くに

離さなければならない．しかし一方では，使用する望遠

鏡の倍率と視野によって制限されるので，遠すぎてもい

けない．また撮影機によってロケットを記録するのでラ

　　　　　　　　　　　　　　　ンチャーおよび飛しょ

　　　　　　　　　　　　　　　う軌跡が見えなければ

　　　　　　　　　　　　　　　ならない．以上のこと

　　　　　　　　　　　　　　　を考慮して去る31年

　　　　　　　　　　　　　　　8月に秋田実験場を調

　　　　　　　　　　　　　　　査の結果第4図のごと

　　　　　　　　　　　1“OO’°O’　く北，南，東の各観測

　　　　　　　　　　　　　　　点の位置を決めた．東

　　　　　　　　　　　　　　　観測点はできればラン

　　　　　　　　　　　　　　　チャー真後が望ましか

　　　　　　　　　　　　　　　ったが，現地に適当な

　　　　　　　　　　　　　　　場所がなくやむなく第

　　　　　　　　　　　　　　　4図で示される所にし

　第4図　観測点位置（K・S）　た．また南観測点から
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は小屋の設置の都合上ランチャーがみえない不利があっ

た・追跡装置は北観測点に撮影機を積んだ15倍手動追

跡装置1台をおき，南観測点にはMitchell改造追跡装

置をおき，東観測点では以．ヒの二つを備え追跡に使用し

た．

　4．飛しょう観測

　（1）カッパS1号機〔KS　1〕　9月24日9時2分
発射　快晴　異常なく飛しょうしたが発煙不良のため，

光学的追跡はほとんど不可能であった・北，南，東とも

にロケット発射と追跡の操作が同期せず，最初の撮影機

視野のみロケットを記録した．　（発煙剤4塩化チタン

2kg先端に装填）

　（2）　カッパS2号機〔KS　2〕　9月28日　AM，11

時15分発射快晴カツパS1号機の発煙不成功の結
果，カツパS2号機は発煙に主力をおき，頭部に4塩化

チタン6kgを装置した外，尾翼後縁中央部に6塩化エ

タン発煙筒を4ケ取り付けた．発射後翼が飛び，1．5秒

後高度400mで胴体の中央部で折れ，頭部は白煙を引

きながら海中に落下した．観測班は北と東がこれを大体

追跡し，頭部の落下までの軌跡を求めることができた．

　（3）　カッパS3号機〔KS　3〕　9月29日　A．　M　10

時50分発射薄曇雲高10km　KS　2号機の事故にかん

がみ，KS　1号機と同一条件とし安全のため尾翼端70mm

切り落し尾翼面積を減じた．異状なく飛しょうしたが，

発煙はやはり不良に終り，20秒後に雲間でわずかに発煙

したが，北，南，東観測点からは背景が白い雲のため発

見できず，飛しょう軌跡は求められなかった．

　5．　観測結果解析

　KS　1号機とKS　3号機は追跡が不成功に終ったが，

KS　2号機は・前述のごとく東観測点でMitchell改造追

　　　　　　　　　　　　　　　　　跡装置が飛しょう

E：東観瀬吋臭　　OE1冒720．2丁n

N；ゴb　　　　　EE’；55．51η

0：ランチb一臭　ON＝5051，6Tn

　a＝発射角60°
　β雷21°00’00”ZiL＝11°35’40”

　　　　　第5図

方向を記録し，15

倍追跡装置が頭部

の最高点付近より

海中落下までを追

跡し，また北観測

点では頭部の海中

落下を追跡できた

ので，以上の三つ

のデータを参考に

して解析を：行っ

た．まず理論計算

において求められ

た飛しょう軌跡を

第5図において
く）PQとする．これを各観測点（この図の場合は北と東）

から見た場合Pの時間的移動は旋回角，θE，eN，傭仰

角ρE・PNの移動として表わされる・これをグラフにす

れば観測軌跡が得られる・今ロケット観測の結果，各観

測点で得られた観測軌跡を基にして，これを立体幾何学

の応用により，数値計算かグラフによって水平距離と方

何，高度を求めるのである・KS　2号機の場合は最初東

のM量tchel1追跡装置がロケットの発煙を追跡でき途中
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ま　と　め
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旋回角θ（。）

　で分裂後を記録

　し頂点までを記

　録したのを使

　い，項点から海

　中落下までは15

　倍追跡装置のデ

ータを使用して

第6図のごとき

観測軌跡を得
た．北観測点か

　らは分解後頭部

の落下を追跡し

たのでこれを使

用して第7図の

ごとき観測軌跡

を得た．以上の

二つのデータを

グラフで解析し

て，第8図のご

とき飛しょう軌

跡が得られたの

である．

　またフィルム

に記録されたデ

ータより第9図

のごとき変位時

間曲線が得られ

た．これは南観

測点と東観測点

のミッチェル改

造追跡装置の解

析結果である．

　カッパ型ロケット第1次飛しょう実験に際しての観測

記録は上記の通りだが，今回は天候に恵まれたけれど期

待した発煙があまり良くなかったので追跡か失敗に終っ

た・今後とも発煙系に研究の余地があり，また追跡の方

も練習不足が感じられたので，追跡機能の整備とともに

次回に備えての準備が必要であることが感じられた．

　　　　　　　　　　　　　　　　（1957．　2．　15）
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